








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理事 牧野キク 稲垣是成 宇山銈子
清水鎮代 小柳重広 山下二枝
留目金治
監事 林 信夫 小野広居
６．園長予定者
牧野キク
７．開設場所
札幌市の保育所設置計画に一任しますが、
なるべく藤女子短期大学に近距離の地点を希
望します。
８．用地
札幌市からの貸与を希望します。
以上。
1973年６月26日 出席：多田、中山、牧野、前
田、山北、岩城、山中、クレメンス、宇山
２．大学関係 保育所について
社会福祉法人の経営となるので名前を貸す。
しかし経営と人事は学校法人でしてほしい。
法人格が違うのでむずかしい点がある。大学
と保育科で責任を持つ。これにつき保育科の
関係者と相談する。（シスターはこれまで相談
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を受けていない由）
教授会議事録
1973年10月17日
７．保育実習のための保育所の設置計画につい
て
関係各方面の協力を得て計画をしている。
保育実習、身障児実習等の意欲も学生にあり、
実現を期したい。必要額の3/4は市の補助、
1/4は20年返還で借用する。（留目先生）
1975年３月１日
報告事項３．羊ヶ丘藤保育園の開設について
学長より別添資料により報告あり。特に保
育科学生の実習施設を目的として開設したこ
と、保育科の沖津先生が保母として一定時間
勤務すること等について説明があった。
※ 別添資料???
６．教育の科学化
本論は、戦後の一時期、藤女子短期大学の教員
として赴任した奥田三郎、稲垣是成、留目金治の
足跡をたどり保育者養成における実践教育の必要
性の中で、羊丘藤保育園が誕生した経緯を示した。
その中で、明らかになったことは以下の７点で
ある。
第一に、当時の北海道における子ども、とりわ
け障がい児やハンディをかかえた人たちの教育・
福祉実践および研究の中心を担っていたのは北大
教育学部の城戸を中心としたグループであり、実
践者かつ研究者であった奥田らが、現場の実践研
究を牽引していた。
第二に、彼らの北海道における取り組み、すな
わち現場からの知見を理論化した実践研究のあり
方は、北海道内はもとより全国に先進的な取り組
みとして発信され、今日に至っていることは、教
育・福祉分野における城戸、奥田、留岡らの位置
づけからも明らかである。
第三に、彼らの実践を支えた教育哲学は、子ど
もやハンディをかかえた人々の生き辛さに向き合
い、具体的な問題を解決し、生活が豊かになるあ
り方を模索した生活に還元される生きた教育で
あった。
第四に、教育実践の充実のために、研究者養成
と教員・保育者養成を主眼においていた。
第五として、彼らに学び、共に北海道の教育・
福祉行政や実践を担った稲垣、留目の現場主義と
教育の科学化を目指したあり方は、保育者養成の
中にも根付いていた。
第六に、保育者養成の中に養成の理念としての
人間観や教育観を反映した人材を配置し、実践教
育重視の養成を行っていた。
最後に、戦後の北海道の保育者養成を支えた
人々は、確固とした哲学を持ち、人間と人間の生
活を中心に据えた教育を行なう志があり、その実
践のために実践記録をまとめながら科学的な視点
を常に追及した。その背景には困難に向き合う人
間に寄り添う、深い人間観があった。その実践の
中には、その教育・福祉の堅固なまでの必要性と
それを貫いた研究者・実践者・行政のつながりが
あった。また、これらの実践をすることは、必ず
や人間の豊かさにつながるという揺るぎない確信
を持っていたということにも注目したい。
その実践・研究はどれも、哲学的な思想に裏付
けられ、常に目の前の子ども（人）から学び、こ
つこつと記録をとるケース研究の積み上げの中で、
実践を科学的に分析し理論化すること、理論を実
践につなげる専門性向上にほかならない。
こうした奥田らから得られた知見は現代におい
てもなお、古くて新しい、今なお教育の中心視座
にあるのではないかと考える。
教育に対する篤い思いを持った奥田らは、本学
においてもただ必要に迫られ声を上げ、それを実
行したに過ぎないのかもしれない。
７．おわりに
この調査を通して、当時の北海道の教育・福祉・
保育者養成の断片を浮き彫りにしたに過ぎない。
しかも十分に調査し尽くしたとは言いがたい。こ
こで明らかになった教育に対する知見の豊かさは、
同時に保育に関する研究の乏しさを露呈した。常
日頃、保育者研修で保育者に実践記録を迫る筆者
であるが、北海道における保育の記録や保育業績
の収集、保育研究を視座に置いた研究の少なさに、
筆者を含む保育研究者の課題を見出すのである。
しかし、その豊かな取り組みと揺るぎない人間に
対する信頼の確信、あるいは哲学的な視座から今
日の保育者養成に必要な示唆が得られ、また筆者
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を含む保育研究者および実践者の課題も浮き彫り
になった。
謝辞
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